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近
年
、
ナ
チ
ズ
ム
の
「
魅
惑
」
が
声
高
に
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。「
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
美
学
」、
あ
る
い
は
「
政
治
の
美
学
化
」
と
い
う

言
葉
と
と
も
に
広
が
っ
て
き
た
言
説
で
あ
る
が
、
ナ
チ
ズ
ム
研
究
の
領
域
で
、
ヒ
ト
ラ
ー
の
支
配
体
制
の
特
質
と
し
て
こ
の
テ
ー
マ
に
言
及

し
た
の
は
、
お
そ
ら
く
エ
ー
バ
ー
ハ
ル
ト
・
イ
ェ
ッ
ケ
ル
を
も
っ
て
嚆
矢
と
す
る
だ
ろ
う
。
一
九
七
九
年
に
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
で
お
こ

な
わ
れ
た
講
演
「
ヒ
ト
ラ
ー
と
ド
イ
ツ
人
」
に
お
い
て
、
歴
史
学
者
イ
ェ
ッ
ケ
ル
は
「
ド
イ
ツ
人
は
ヒ
ト
ラ
ー
の
こ
と
を
恐
れ
た
と
い
う
よ

り
も
、
む
し
ろ
愛
し
た）

1
（

」
と
述
べ
た
の
で
あ
る
。

　

イ
ェ
ッ
ケ
ル
に
よ
れ
ば
、「
ド
イ
ツ
人
が
あ
る
種
の
暴
君
に
対
す
る
よ
う
に
、
彼
に
対
し
て
疑
い
を
抱
き
、
苦
悩
し
、
激
昻
す
る
こ
と
は

な
か
っ
た）

2
（

」。
ヒ
ト
ラ
ー
が
独
裁
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
否
定
す
る
の
で
は
な
い
。
ナ
チ
体
制
に
お
け
る
ヒ
ト
ラ
ー
の
果
た
し
た
役
割
を
め
ぐ
っ

て
交
わ
さ
れ
た
「
プ
ロ
グ
ラ
ム
派
」
と
「
機
能
派
」
の
論
争
に
お
い
て
、
イ
ェ
ッ
ケ
ル
は
明
確
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
派
に
与
し
て
い
た
。
ナ
チ
体

制
を
「
多
頭
制
」
支
配
、
ヒ
ト
ラ
ー
を
「
弱
い
独
裁
者
」
と
規
定
す
る
機
能
派
に
対
し
、
ナ
チ
体
制
は
ヒ
ト
ラ
ー
中
心
の
「
単
頭
制
」
支
配

で
あ
り
、
ヒ
ト
ラ
ー
こ
そ
が
「
ナ
チ
ズ
ム
の
決
定
的
推
進
力）

3
（

」
で
あ
る
と
見
な
し
て
い
た
。
そ
の
イ
ェ
ッ
ケ
ル
が
、
ヒ
ト
ラ
ー
は
重
要
な
政

治
的
決
定
を
自
分
一
人
で
下
す
「
独
裁
者
」
で
は
あ
っ
た
が
、
一
般
の
ド
イ
ツ
人
か
ら
恐
れ
ら
れ
る
よ
う
な
「
暴
君
」
で
は
な
か
っ
た
と
言
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二

う
の
で
あ
る
。
な
ぜ
か
。
こ
の
独
裁
者
が
国
民
支
配
の
た
め
に
国
民
の
人
気
を
必
要
と
し
、
圧
倒
的
多
数
の
国
民
も
ま
た
、
そ
の
求
め
に
応

じ
て
こ
の
独
裁
者
を
「
愛
し
た
」
か
ら
で
あ
る
。

　

イ
ェ
ッ
ケ
ル
の
分
析
に
よ
れ
ば
、
ヒ
ト
ラ
ー
が
独
裁
者
に
な
れ
た
の
は
、
逆
説
的
に
も
、
彼
が
強
固
な
支
持
基
盤
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た

か
ら
で
あ
る
。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ヒ
ト
ラ
ー
の
ナ
チ
党
は
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
国
の
国
会
選
挙
で
最
後
ま
で
過
半
数
を
制
し
た
こ

と
が
な
か
っ
た
。
一
九
三
二
年
七
月
の
選
挙
で
三
七
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
の
得
票
率
を
獲
得
し
第
一
党
に
躍
り
出
た
も
の
の
、
続
く
一
九
三
二

年
十
一
月
の
選
挙
で
は
三
三
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
の
得
票
率
し
か
得
ら
れ
ず
、
す
で
に
党
勢
に
陰
り
が
見
え
た
。
フ
ラ
ン
ツ
・
フ
ォ
ン
・
パ
ー

ペ
ン
の
画
策
に
よ
っ
て
、
ヒ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
大
統
領
に
よ
る
首
相
任
命
と
い
う
形
で
「
権
力
掌
握
」
を
な
し
遂
げ
た
後
の
一
九
三
三
年
三
月

の
選
挙
に
お
い
て
も
、
共
産
党
党
首
エ
ル
ン
ス
ト
・
テ
ー
ル
マ
ン
の
逮
捕
を
は
じ
め
と
す
る
、
共
産
党
お
よ
び
社
会
民
主
党
へ
の
弾
圧
、
突

撃
隊
・
親
衛
隊
の
テ
ロ
ル
に
よ
る

―
ナ
チ
側
の
犠
牲
者
一
八
名
を
含
む

―
六
九
名
の
殺
人
と
い
う
無
法
状
態
の
中
で
選
挙
戦
を
繰
り
広

げ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
四
三
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
の
得
票
率
に
留
ま
っ
た）

4
（

。
山
下
公
子
が
言
う
よ
う
に
、「
大
統
領
緊
急
令
に
よ
る
政
令
、
警

察
組
織
の
悪
用
な
ど
に
よ
っ
て
、
こ
れ
以
上
な
い
ほ
ど
の
不
公
正
な
選
挙
運
動
を
行
な
い
な
が
ら
、
こ
の
選
挙
で
Ｎ
Ｓ
Ｄ
Ａ
Ｐ
が
単
独
過
半

数
を
え
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と）

5
（

」
は
、
記
憶
し
て
お
い
て
い
い
。

　

国
会
選
挙
で
単
独
過
半
数
を
獲
得
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
ヒ
ト
ラ
ー
は
「
権
力
掌
握
」
時
の
、
Ｄ
Ｎ
Ｖ
Ｐ）

6
（

と
の
連
立
政
権
を
維
持
せ
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
ナ
チ
党
の
期
待
だ
け
で
は
な
く
、
Ｄ
Ｎ
Ｖ
Ｐ
の
期
待
に
も
応
え
ね
ば
な
ら
ず
、
ま
た
、
こ
の
連
立
政
権
自

体
か
ろ
う
じ
て
過
半
数
を
確
保
す
る
も
の
で
し
か
な
か
っ
た
た
め
、
彼
を
必
ず
し
も
積
極
的
に
支
持
し
な
か
っ
た
保
守
派
、
財
界
、
国
防

軍
、
官
僚
、
宗
教
者
、
労
働
者
、
農
民
の
期
待
に
も
応
え
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た）

7
（

。
そ
の
結
果
、
ヒ
ト
ラ
ー
は

―
共
産
主
義
者
、
社
会
主
義

者
、
ユ
ダ
ヤ
人
を
除
く

―
す
べ
て
の
ド
イ
ツ
人
に
支
持
さ
れ
る
行
動
を
取
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
奇
妙
な
独
裁
の
形
態

を
、
イ
ェ
ッ
ケ
ル
は
次
の
よ
う
な
言
葉
で
表
現
す
る
。「
ド
イ
ツ
人
に
対
す
る
ヒ
ト
ラ
ー
の
支
配
は
、
主
に
テ
ロ
だ
け
に
頼
っ
て
い
た
わ
け
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で
は
な
い
こ
と
が
強
調
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い）

8
（

」。
一
九
三
三
年
十
一
月
に
ヒ
ト
ラ
ー
政
権
の
も
と
で
二
度
目
と
な
る
国
会
選
挙
が
お
こ
な
わ

れ

―
六
月
以
降
、
Ｄ
Ｎ
Ｖ
Ｐ
を
含
む
六
政
党
に
順
次
解
散
命
令
が
出
さ
れ
、
七
月
の
政
党
新
設
禁
止
法
に
よ
っ
て
一
党
独
裁
体
制
が
確
立

し
て
い
た
ド
イ
ツ
で
、
そ
れ
は
ナ
チ
党
へ
の
信
任
投
票
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が

―
そ
こ
で
投
票
率
九
五
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
、
ナ
チ
党
の
「
指

導
者
リ
ス
ト
」
へ
の
賛
同
票
は
九
二
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
し
た）

9
（

こ
と
は
、
イ
ェ
ッ
ケ
ル
の
「
ド
イ
ツ
人
に
対
す
る
ヒ
ト
ラ
ー
の
支
配
」
の

分
析
が
か
な
り
真
実
に
近
い
こ
と
を
裏
書
き
す
る
も
の
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
ド
イ
ツ
人
は
、
テ
ロ
ル
の
恐
怖
に
お
の
の
い
て
ヒ
ト
ラ
ー
を

支
持
し
た
の
で
は
な
い
。
彼
ら
は
「
ヒ
ト
ラ
ー
の
こ
と
を
恐
れ
た
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
愛
し
た
」
か
ら
こ
そ
、
こ
の
独
裁
者
を
支
持
し

た
の
で
あ
る
。

　

実
際
、
多
く
の
ド
イ
ツ
人
は
ヒ
ト
ラ
ー
を
批
判
し
た
り
は
し
な
か
っ
た
。
突
撃
隊
が
街
頭
で
共
産
主
義
者
や
ユ
ダ
ヤ
人
に
い
か
な
る
暴
行

を
加
え
よ
う
と
、
精
神
病
者
が
「
生
き
る
に
値
し
な
い
命
」
と
し
て
何
万
人
殺
さ
れ
よ
う
と
、
そ
れ
は
ヒ
ト
ラ
ー
の
責
任
で
は
な
か
っ
た
。

も
し
も
「
総
統
が
そ
れ
を
知
っ
て
い
た
ら
」、
そ
の
よ
う
な
暴
虐
は
許
さ
れ
る
は
ず
は
な
か
っ
た
と
、
彼
ら
は
信
じ
て
い
た）

10
（

。
く
わ
え
て
、

ヒ
ト
ラ
ー
の
演
説
は
「
国
民
の
気
分
」
を
高
揚
さ
せ
た
。
戦
時
中
、
演
説
が
ラ
ジ
オ
で
中
継
さ
れ
な
く
な
る
と
、「
総
統
の
声
を
も
う
一
度

聞
き
た
い
」
と
彼
ら
は
思
っ
た
。
ニ
ュ
ー
ス
映
画
に
ヒ
ト
ラ
ー
が
姿
を
見
せ
な
い
と
、「
総
統
を
見
た
い
」
と
彼
ら
は
願
っ
た）

11
（

。
国
民
を
支

配
す
る
た
め
に
ヒ
ト
ラ
ー
が
何
よ
り
も
必
要
と
し
た
の
は
国
民
各
層
の
人
気
だ
っ
た
が
、
そ
れ
は
ヒ
ト
ラ
ー
の
政
治
的
手
法
や
世
界
観
へ
の

賛
同
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
「
国
民
の
気
分
」
と
い
う
形
で
も
た
ら
さ
れ
た
。

「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
ス
ペ
イ
ン
、
ロ
ン
ド
ン
で
の
交
渉
の
成
果
は
国
民
の
気
分

0

0

0

0

0

に
良
い
影
響
を
お
よ
ぼ
し
、
多
く
の
不
愉
快
な
問
題
を

乗
り
切
る
手
助
け
を
し
た
」、
と
一
九
三
六
年
の
報
告
に
書
か
れ
て
い
た
。
ほ
と
ん
ど
何
も
起
こ
ら
な
か
っ
た
次
の
年
に
国
民
の
気
分

0

0

0

0

0

は
ど
ん
底
に
落
ち
込
ん
だ
。
一
九
三
七
年
五
月
の
報
告
に
よ
る
と
、「
こ
の
時
期
国
民
同
胞
の
不
満
は
か
な
り
大
き
く
、
人
々
は
原
料
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の
不
足
を
ナ
チ
政
府
の
せ
い
に
し
て
い
る
。」　

そ
の
後
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
併
合
は
「
歓
呼
と
喜
び
」
を
沸
き
上
が
ら
せ
た
。
ズ
デ
ー
テ

ン
危
機
で
は
「
戦
争
の
不
安
」
が
、
そ
し
て
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
会
談
以
後
に
は
再
び
「
高
揚
し
た
気
分
」
が
支
配
的
で
あ
っ
た）

12
（

。（
傍
点
筆
者
）

　

一
九
三
〇
年
代
後
半
の
戦
争
前
夜
、
こ
の
よ
う
に
高
揚
と
阻
喪
の
あ
い
だ
を
揺
れ
動
く
「
国
民
の
気
分
」
は
、
戦
時
中
に
な
っ
て
も
変
わ

ら
な
い
。
一
九
三
九
年
九
月
の
戦
争
開
始
と
と
も
に
「
気
分
」
は
再
び
不
安
へ
と
傾
く
が
、
一
九
四
〇
年
六
月
の
西
部
戦
線
で
の
勝
利
は
「
全

ド
イ
ツ
国
民
の
な
か
に
今
ま
で
一
度
も
実
現
さ
れ
な
か
っ
た
国
内
の
ま
と
ま
り）

13
（

」
を
も
た
ら
し
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
戦
況
の
悪
化
に
よ
り

ド
イ
ツ
諸
都
市
へ
の
空
襲
が
始
ま
る
と
、
一
九
四
二
年
以
降
厭
戦
気
分
が
高
ま
る
が
、
そ
う
し
た
な
か
、
ド
イ
ツ
を
最
後
の
破
局
か
ら
救
う

た
め
に
、
ク
ラ
ウ
ス
・
フ
ォ
ン
・
シ
ュ
タ
ウ
フ
ェ
ン
ベ
ル
ク
大
佐
を
中
心
に
計
画
さ
れ
た
ヒ
ト
ラ
ー
暗
殺
未
遂
事
件
が
起
こ
る
。
一
九
四
四

年
七
月
二
〇
日
、
総
統
本
営
の
置
か
れ
た
ヴ
ォ
ル
フ
ス
シ
ャ
ン
ツ
ェ
の
作
戦
会
議
室
に
、
シ
ュ
タ
ウ
フ
ェ
ン
ベ
ル
ク
自
身
の
手
で
時
限
爆
弾

が
設
置
さ
れ
、
数
分
後
、
時
限
爆
弾
は
予
定
通
り
に
爆
発
し
た
。
こ
の
爆
発
に
よ
っ
て
列
席
者
二
四
名
中
、
七
名
が
重
傷
を
負
い
、
う
ち
四

名
が
後
に
死
亡
し
た
が
、
ヒ
ト
ラ
ー
は
軽
傷
を
負
っ
た
だ
け
だ
っ
た
。
そ
の
男
の
死
に
よ
っ
て
「
数
十
万
人
の
命
を
救
い
、
数
百
万
人
の
虐

殺
に
終
止
符
を
打
ち
、
ド
イ
ツ
を
最
終
的
な
破
滅
か
ら
守
る
は
ず
だ
っ
た）

14
（

」
暗
殺
計
画
は
、
か
く
て
失
敗
に
終
わ
り
、
連
動
し
て
予
定
さ
れ

て
い
た
ク
ー
デ
タ
ー
「
ヴ
ァ
ル
キ
ュ
ー
レ
作
戦
」
も
パ
リ
を
唯
一
の
例
外
と
し
て
不
発
に
終
わ
っ
た
が
、
こ
の
事
件
を
知
っ
た
国
民
の
あ
い

だ
に
沸
き
起
こ
っ
た
の
は
、「
ヒ
ト
ラ
ー
へ
の
同
情
と
謀
反
人
へ
の
憤
激）

15
（

」
だ
っ
た
。
こ
の
反
応
に
つ
い
て
、
イ
ェ
ッ
ケ
ル
は
次
の
よ
う
に

述
べ
る
。

一
九
四
四
年
七
月
二
〇
日
の
ヒ
ト
ラ
ー
暗
殺
計
画
が
、
少
数
の
例
外
を
除
き

0

0

0

0

0

0

0

0

、
い
わ
ば
「
異
口
同
音
」
に
否
定
さ
れ
、
か
え
っ
て
「
総

統
へ
の
き
ず
な
」
を
深
め
た
こ
と
は
注
目
し
て
よ
い）

16
（

。（
傍
点
筆
者
）
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ド
イ
ツ
と
人
類
の
た
め
に
企
て
ら
れ
た
暗
殺
計
画
へ
の
こ
の
理
不
尽
な
非
難
の
声
が
何
に
由
来
す
る
の
か
、
イ
ェ
ッ
ケ
ル
に
は
わ
か
っ
て
い

た
。

ド
イ
ツ
人
の
ヒ
ト
ラ
ー
に
対
す
る
態
度
の
根
底
に
あ
っ
た
の
は
、
賛
美
や
尊
敬
、
ま
し
て
恐
怖
な
ど
で
な
か
っ
た
と
思
え
る
。
戦
争
中

は
特
に
そ
う
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
子
供
が
愛
す
る
父
親
に
み
せ
る
心
服
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
同
情
に
ま
で
高
ま
っ

た）
17
（

。

　

講
演
「
ヒ
ト
ラ
ー
と
ド
イ
ツ
人
」（
一
九
七
九
）
に
お
い
て
イ
ェ
ッ
ケ
ル
が
提
示
し
た
、
こ
の
愛
さ
れ
る
父
親
と
し
て
の
ヒ
ト
ラ
ー
像
は
、

今
で
は
広
く
認
知
さ
れ
て
い
る
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。
田
野
大
輔
は
『
魅
惑
す
る
帝
国

―
政
治
の
美
学
化
と
ナ
チ
ズ
ム
』（
二
〇
〇
七
）

に
お
い
て
、
峻
厳
な
カ
リ
ス
マ
的
指
導
者
と
し
て
の
ヒ
ト
ラ
ー
像
に
疑
問
を
呈
し
、
次
の
よ
う
に
言
う
。「
ヒ
ト
ラ
ー
を
超
人
に
仕
立
て
上
げ
、

総
統
崇
拝
を
制
度
化
し
た
」
の
は
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
で
あ
る
が
、「
彼
の
つ
く
り
あ
げ
た
ヒ
ト
ラ
ー
像
を
民
衆
が
無
批
判
に
受
け
入
れ
た
か
ど
う

か
は
非
常
に
疑
わ
し
い）

18
（

」。
田
野
に
よ
れ
ば
、
レ
ニ
・
リ
ー
フ
ェ
ン
シ
ュ
タ
ー
ル
も
ま
た
『
意
志
の
勝
利
』（
一
九
三
五
）
で
、
飛
行
機
で
空

か
ら
舞
い
降
り
て
く
る
ヒ
ト
ラ
ー
の
姿
に
「
救
世
主
の
到
来）

19
（

」
の
イ
メ
ー
ジ
を
重
ね
あ
わ
せ
た
が
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
民
衆
の
姿
は
、「
独

裁
者
に
忠
誠
を
誓
う
従
者
」
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
、「
ア
イ
ド
ル
に
声
援
を
送
る
フ
ァ
ン）

20
（

」
に
近
い
。
で
あ
れ
ば
、
フ
ァ
ン
に
声
援
を
送

ら
れ
る
ヒ
ト
ラ
ー
は
、
い
わ
ば
「
笑
顔
を
ふ
り
ま
く
ス
タ
ー
政
治
家）

21
（

」
で
あ
り
、
こ
の
「
世
俗
的
カ
リ
ス
マ
」
は
、「
普
通
の
人
間
」
に
の

み
可
能
な
「
親
密
さ
の
イ
メ
ー
ジ
」
を
呼
び
起
こ
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
民
衆
に
愛
さ
れ
つ
つ
民
衆
を
支
配
す
る
の
で
あ
る）

22
（

。

　

最
近
で
は
、
對
馬
達
雄
が
『
ヒ
ト
ラ
ー
に
抵
抗
し
た
人
々

―
反
ナ
チ
市
民
の
勇
気
と
は
何
か
』（
二
〇
一
五
）
に
お
い
て
、「
プ
ロ
パ
ガ
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ン
ダ
と
テ
ロ
ル
、
密
告
と
監
視
の
警
察
国
家
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
」
を
ヒ
ト
ラ
ー
独
裁
の
一
面
と
し
て
認
め
つ
つ
、「
現
実
に
は
彼
は
絶
大
な

人
気
が
あ
っ
た）

23
（

」
と
述
べ
て
い
る
。

国
民
大
衆
の
大
半
は
ナ
チ
体
制
の
経
済
的
受
益
者
と
し
て
行
動
し
、
ナ
チ
指
導
部
も
支
持
を
つ
な
ぎ
止
め
よ
う
と
様
々
な
手
立
て
を
講

じ
た
。
宣
伝
相
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
の
日
常
的
な
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
や
、
親
衛
隊
長
官
ヒ
ム
ラ
ー
の
秘ゲ

シ

ュ

タ

ポ

密
国
家
警
察
の
威
嚇
が
あ
っ
た
に
し
て
も
、

一
方
的
な
強
権
支
配
と
い
う
こ
と
で
は
な
か
っ
た）

24
（

。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
イ
ェ
ッ
ケ
ル
の
い
う
「
少
数
の
例
外
」
と
し
て
、
反
ナ
チ
抵
抗
運
動
に
立
ち
上
が
っ
た
人
々
が
い
た
。「
近

代
ド
イ
ツ
陸
軍
の
父
」
大
モ
ル
ト
ケ
の
末
裔
た
る
ヘ
ル
ム
ー
ト
・
フ
ォ
ン
・
モ
ル
ト
ケ
伯
を
主
宰
者
と
す
る
「
ク
ラ
イ
ザ
ウ
・
ク
ラ
イ
ス
」、

元
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
市
長
カ
ー
ル
・
ゲ
ル
デ
ラ
ー
率
い
る
保
守
帝
政
派
「
ゲ
ル
デ
ラ
ー
・
ク
ラ
イ
ス
」、
陸
軍
参
謀
総
長
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
ベ
ッ

ク
将
軍
を
総
師
と
す
る
国
防
軍
の
反
ヒ
ト
ラ
ー
・
グ
ル
ー
プ
、
マ
ル
テ
ィ
ー
ン
・
ニ
ー
メ
ラ
ー
を
指
導
者
と
す
る
「
告
白
教
会
」、
シ
ョ
ル

兄
妹
を
は
じ
め
と
す
る
ミ
ュ
ン
ヒ
ェ
ン
大
学
学
生
た
ち
の
反
ナ
チ
組
織
「
白
バ
ラ
」
の
ほ
か
、
ゲ
シ
ュ
タ
ポ
に
よ
っ
て
「
ロ
ー
テ
・
カ
ペ
レ

（
赤
い
楽
団
）」
と
命
名
さ
れ
、
戦
後
も
冷
戦
期
を
通
じ
て
ソ
連
の
ス
パ
イ
網
と
見
な
さ
れ
て
き
た
反
ナ
チ
市
民
グ
ル
ー
プ
、
ル
ー
ト
・
ア

ン
ド
レ
ー
ア
ス
・
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
の
『
影
の
男

―
日
々
の
記
録
一
九
三
八
―
一
九
四
五
』（
一
九
四
七
）
に
そ
の
活
動
の
記
録
を
残
し
た

ユ
ダ
ヤ
人
救
援
グ
ル
ー
プ
「
エ
ー
ミ
ー
ル
お
じ
さ
ん
」
等
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
な
か
に
は
ヒ
ト
ラ
ー
暗
殺
の
た
め
一
人
で
ビ
ュ
ル
ガ
ー
ブ

ロ
イ
ケ
ラ
ー
に
爆
弾
を
仕
掛
け
た
家
具
職
人
、
ゲ
オ
ル
ク
・
エ
ル
ザ
ー
の
よ
う
な
人
間
も
い
た
。

　

彼
ら
は
単
独
で
、
あ
る
い
は
互
い
に
連
携
し
つ
つ
抵
抗
運
動
を
進
め
て
い
た
。「
ク
ラ
イ
ザ
ウ
・
ク
ラ
イ
ス
」
と
「
ゲ
ル
デ
ラ
ー
・
ク
ラ

イ
ス
」
は
一
九
四
三
年
一
月
に
会
合
を
も
ち
、
ク
ー
デ
タ
ー
成
功
後
を
に
ら
ん
だ
「
影
の
内
閣
」
ま
で
構
想
し
て
い
た
が
、
そ
こ
で
は
ル
ー
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ト
ヴ
ィ
ヒ
・
ベ
ッ
ク
を
暫
定
国
家
元
首
に
、
カ
ー
ル
・
ゲ
ル
デ
ラ
ー
を
首
相
に
、「
ゲ
ル
デ
ラ
ー
・
ク
ラ
イ
ス
」
の
一
員
で
あ
る
外
交
官
ウ

ル
リ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ハ
ッ
セ
ル
を
外
相
に
、
そ
し
て
後
に
「
七
月
二
〇
日
事
件
」
の
実
行
者
と
な
る
ク
ラ
ウ
ス
・
フ
ォ
ン
・
シ
ュ
タ
ウ
フ
ェ

ン
ベ
ル
ク
を
国
防
次
官
補
に
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
た）

25
（

。
ま
た
、
シ
ュ
タ
ウ
フ
ェ
ン
ベ
ル
ク
は
、
兄
の
ベ
ル
ト
ル
ト
を
介
し
て
個
人
的

に
も
「
ク
ラ
イ
ザ
ウ
・
ク
ラ
イ
ス
」
の
モ
ル
ト
ケ
と
接
触
し
て
い
た
し
、
さ
ら
に
は
弾
圧
さ
れ
地
下
に
潜
っ
て
い
る
左
翼
系
、
労
組
系
の
活

動
家
た
ち
と
の
対
話
も
求
め
て
い
た）

26
（

。

　

反
ナ
チ
抵
抗
運
動
に
は
、
こ
の
よ
う
に
思
想
的
に
は
保
守
派
か
ら
リ
ベ
ラ
ル
派
、
左
翼
ま
で
、
階
層
的
に
は
貴
族
お
よ
び
官
僚
・
軍
部
エ

リ
ー
ト
か
ら
一
般
市
民
、
学
生
、
職
人
、
労
働
者
ま
で
の
幅
広
い
人
び
と
が
加
わ
っ
て
い
た
が
、
数
の
上
で
は
限
ら
れ
た
少
数
派
で
あ
り
、

彼
ら
の
存
在
は
ヒ
ト
ラ
ー
を
支
持
す
る
圧
倒
的
多
数
の
民
衆
に
包
囲
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
彼
ら
は
、
ナ
チ
占
領
地
の
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
の

闘
士
と
は
異
な
り
、「
抵
抗
者
」
の
栄
光
に
包
ま
れ
る
こ
と
の
な
い
「
反
逆
者
」
で
あ
る
し
か
な
か
っ
た
。「
七
月
二
〇
日
」
の
ヒ
ト
ラ
ー
暗

殺
が
失
敗
し
た
と
き
、
暗
殺
計
画
の
首
謀
者
の
一
人
で
あ
っ
た
東
部
中
央
軍
参
謀
長
ヘ
ニ
ン
グ
・
フ
ォ
ン
・
ト
レ
ス
コ
ウ
は
「
い
ま
に
ド
イ

ツ
中
が
わ
れ
わ
れ
に
襲
い
か
か
り
、
罵
る
だ
ろ
う
」
と
言
っ
て
自
決
し
た
が
、
事
実
、
事
態
は
そ
の
と
お
り
に
な
っ
た）

27
（

。
事
件
に
関
与
し
た

「
犯
罪
分
子
」
の
逮
捕
は

―
事
件
に
無
関
係
だ
っ
た
人
間
も
含
む

―
七
千
人
に
の
ぼ
り）

28
（

、
こ
の
「
卑
劣
で
許
し
が
た
い
愚
か
な
将
校
た

ち
」
の
「
犯
罪
」
に
激
怒
し
た
ヒ
ト
ラ
ー
の
報
復
は
、
首
謀
者
の
妻
、
子
ど
も
（
最
年
少
は
生
後
十
日
の
新
生
児
）、
近
親
者
に
ま
で
及
ん

だ）
29
（

。
そ
し
て
、
そ
れ
を
見
た
国
民
は
、
こ
の
非
道
な
報
復
に
胸
を
痛
め
る
ど
こ
ろ
か
、
拍
手
喝
采
し
た
の
で
あ
る
。

　

彼
ら
だ
け
で
は
な
い
。「
白
バ
ラ
」
の
ハ
ン
ス
・
シ
ョ
ル
、
ゾ
フ
ィ
ー
・
シ
ョ
ル
の
兄
妹
が
大
学
構
内
で
反
逆
的
ビ
ラ
を
ま
い
た
罪
で
ク

リ
ス
ト
フ
・
プ
ロ
ー
プ
ス
ト
と
と
も
に
処
刑
さ
れ
た
一
九
四
三
年
二
月
二
二
日
の
夕
方
、
ミ
ュ
ン
ヒ
ェ
ン
大
学
で
は
ナ
チ
学
生
同
盟
に
よ
る

デ
モ
が
お
こ
な
わ
れ
、
三
千
人
以
上
の
学
生
が
参
加
し
て
政
府
に
対
す
る
忠
誠
を
表
明
し
た
。
そ
こ
で
は
、
シ
ョ
ル
兄
妹
を
密
告
し
た
大
学

の
用
務
員
が
歓
声
と
と
も
に
迎
え
入
れ
ら
れ
た
と
い
う）

30
（

。
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反
ナ
チ
抵
抗
運
動
に
身
を
捧
げ
た
人
び
と
の
こ
の
よ
う
な
孤
立
と
悲
惨
に
つ
い
て
、
對
馬
達
雄
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

ド
イ
ツ
人
の
反
ナ
チ
活
動
と
は
、
報
わ
れ
な
い
孤
独
な
現
実
に
身
を
投
じ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
彼
ら
は
な
ぜ
そ
の
よ

う
に
決
断
し
行
動
し
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
問
い
の
行
き
つ
く
先
は
、
ヒ
ト
ラ
ー
の
ド
イ
ツ
と
異
な
る
、
彼
ら
の
思
い
描
く
祖
国
ド
イ
ツ
、

要
す
る
に
「
も
う
一
つ
の
ド
イ
ツ
」
の
た
め
と
い
う
ほ
か
な
い）

31
（

。　

「
反
逆
者
」
の
汚
名
を
着
せ
ら
れ
る
と
知
り
つ
つ
、
彼
ら
「
抵
抗
者
」
を
行
動
へ
と
駆
り
立
て
た
も
の

―
そ
れ
は
「
も
う
一
つ
の
ド
イ
ツ
」

へ
の
思
い
で
あ
っ
た
と
對
馬
は
言
う
。
そ
れ
が
必
ず
し
も
「
失
わ
れ
た
ド
イ
ツ
」、
つ
ま
り
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
国
や
「
第
二
帝
国
」
へ
の
回

帰
を
志
向
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
、
す
ぐ
に
明
ら
か
に
な
る
だ
ろ
う
。
と
い
う
の
も
、
こ
こ
で
は
一
般
化
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、「
も

う
一
つ
の
ド
イ
ツ
」
と
い
う
言
葉
で
對
馬
が
も
っ
と
も
強
く
想
起
し
て
い
る
の
は
、
ナ
チ
体
制
崩
壊
後
の
ド
イ
ツ
再
建
計
画
と
し
て
モ
ル
ト

ケ
を
中
心
に
構
想
さ
れ
た
「
未
来
の
ド
イ
ツ
」
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
「
ク
ラ
イ
ザ
ウ
構
想
」
と
呼
ば
れ
る
そ
の
再
建
計
画
に
お
い
て
、
モ
ル
ト
ケ
ら
は
ま
ず
第
一
に
、
二
度
と
ヒ
ト
ラ
ー
を
招
来
し
な
い
国
家

を
作
る
こ
と
を
考
え
た
。
本
来
彼
ら
は
ヴ
ァ
イ
マ
ル
民
主
政
の
支
持
者
で
あ
っ
た
が
、
当
時
世
界
で
最
も
民
主
的
と
い
わ
れ
た
そ
の
体
制
下

で
合
法
的
に
ナ
チ
党
が
権
力
を
掌
握
し
た
以
上
、
も
は
や
ヴ
ァ
イ
マ
ル
的
民
主
主
義
に
は
戻
れ
な
い
。
だ
か
ら
「
ク
ラ
イ
ザ
ウ
構
想
」
に
お

い
て
は
、
州
議
会
以
上
の
直
接
選
挙
は
廃
止
さ
れ
、
国
会
選
挙
の
場
合
、
各
州
議
会
に
よ
る
間
接
選
挙
と
さ
れ
た
。「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
は
、

つ
ね
に
大
衆
煽
動
に
さ
ら
さ
れ
容
易
に
衆
愚
政
治
に
陥
る
か
独
裁
制
さ
え
引
き
出
す
危
険
な
も
の
、
条
件
付
き
で
有
効
に
機
能
す
る
も
の
で

あ
る）

32
（

」
と
い
う
認
識
を
、
彼
ら
「
ク
ラ
イ
ザ
ウ
・
ク
ラ
イ
ス
」
の
人
び
と
は
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
条
件
付
き
の
民
主
主
義
国
家
を
再
建
す
る
た
め
に
、
彼
ら
は
第
二
に
、
キ
リ
ス
ト
教
精
神
に
依
拠
し
よ
う
と
し
た
。
街
頭
テ
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ロ
、
精
神
病
者
の
安
楽
死
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
を
推
し
進
め
る
ナ
チ
・
ド
イ
ツ
に
は
、「
人
間
愛
」
を
説
く
キ
リ
ス
ト
教
精
神
は

も
は
や
存
在
し
な
い
か
に
見
え
た
が
、
社
会
の
各
組
織
が
こ
と
ご
と
く
ナ
チ
化
さ
れ
る
な
か

―
「
ド
イ
ツ
的
キ
リ
ス
ト
者
」
た
ち
の
「
帝

国
教
会
」
は
あ
っ
た
も
の
の

―
教
会
は
か
ろ
う
じ
て
ナ
チ
ズ
ム
を
拒
否
す
る
組
織
と
し
て
存
在
し
て
い
た
。
そ
こ
に
着
目
し
た
モ
ル
ト
ケ

ら
は
、
ド
イ
ツ
を
再
び
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
の
一
員
に
引
き
戻
す
た
め
に
は
、
宗
教
倫
理
と
し
て
の
キ
リ
ス
ト
教
精
神
が

―
個
人
の
レ
ベ
ル

で
は
な
く

―
国
家
の
レ
ベ
ル
で
必
要
で
あ
る
と
考
え
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、「
ク
ラ
イ
ザ
ウ
構
想
」
の
「
前
文
」
に
は
次
の
言
葉
が
記

さ
れ
て
い
る
。「
ド
イ
ツ
国
政
府
は
キ
リ
ス
ト
教
的
精
神
を
わ
が
国
民
の
道
徳
的
、
宗
教
的
な
革
新
、
ま
た
憎
悪
と
虚
偽
の
克
服
さ
ら
に
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
諸
国
民
共
同
体
の
再
建
の
基
礎
で
あ
る
と
考
え
る）

33
（

」。

　

と
り
わ
け
意
識
さ
れ
た
の
が
、
キ
リ
ス
ト
教
精
神
を
教
育
の
中
心
に
据
え
る
こ
と
で
あ
る
。
ナ
チ
時
代
に
は
、
ヒ
ト
ラ
ー
ユ
ー
ゲ
ン
ト
が

ナ
チ
思
想
の
注
入
機
関
と
し
て
機
能
し
、
子
ど
も
た
ち
は
そ
こ
で
反
宗
教
感
情
を
吹
き
込
ま
れ
た
。
そ
の
結
果
、
教
師
と
の
信
頼
関
係
も
親

子
の
情
愛
も
破
壊
さ
れ
、
教
育
の
場
は
荒
廃
し
た
。
荒
廃
し
た
教
育
の
場
に
も
う
一
度
キ
リ
ス
ト
教
精
神
を
甦
ら
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
学

校
、
家
庭
、
国
を
立
て
直
す
こ
と
を
「
ク
ラ
イ
ザ
ウ
構
想
」
は
求
め
、
次
の
よ
う
に
主
張
す
る
。「
父
母
は
わ
が
子
を
キ
リ
ス
ト
教
の
諸
原

則
と
良
心
の
求
め
る
と
こ
ろ
に
従
い
、
教
育
す
る
権
利
が
あ
る
。
国
も
ま
た
家
族
の
内
的
・
外
的
な
分
裂
状
態
を
克
服
す
る
の
に
寄
与
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。（
…
…
）
家
族
、
教
会
お
よ
び
学
校
は
教
育
活
動
を
共
同
し
て
お
こ
な
う
。（
…
…
）
学
校
は
子
ど
も
の
倫
理
的
能
力
を

呼
び
覚
ま
し
、
強
化
し
、（
…
…
）。
国
家
的
な
学
校
は
両
宗
派
の
宗
教
教
授
を
必
修
科
目
と
す
る
キ
リ
ス
ト
教
的
学
校
で
あ
る）

34
（

」。

　

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、「
ク
ラ
イ
ザ
ウ
構
想
」
が
描
く
「
も
う
一
つ
の
ド
イ
ツ
」
と
は
、
キ
リ
ス
ト
教
精
神
に
も
と
づ
く
国
家
の
再

生
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
ず
は
教
育
の
場
に
キ
リ
ス
ト
教
精
神
を
甦
ら
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
ナ
チ
ズ
ム
の
非
人
間
性
を
払
拭
し
、
教
育

を
通
し
て
国
民
を
再
び
倫
理
的
存
在
へ
と
高
め
、
そ
う
す
る
こ
と
で
ド
イ
ツ
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
伝
統
に
つ
な
が
る
国
家
へ
と
再
生
す
る
こ
と

―
そ
れ
が
「
ク
ラ
イ
ザ
ウ
・
ク
ラ
イ
ス
」
が
未
来
に
望
ん
だ
「
も
う
一
つ
の
ド
イ
ツ
」
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
逆
に
彼
ら
を
反
ナ
チ
活
動
と
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い
う
「
報
わ
れ
な
い
孤
独
な
現
実
」
へ
と
向
か
わ
せ
た
の
も
、
彼
ら
の
内
な
る
キ
リ
ス
ト
教
精
神
で
あ
る
と
、
お
そ
ら
く
對
馬
は
考
え
て
い

る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
れ
は
、「
ク
ラ
イ
ザ
ウ
・
ク
ラ
イ
ス
」
の
み
な
ら
ず

―
共
産
主
義
者
と
異
教
徒
を
除
く

―
他
の
す
べ
て
の
「
抵

抗
者
」
に
も
共
通
す
る
、
反
ナ
チ
抵
抗
運
動
の
基
底
に
あ
る
動
機
だ
ろ
う
と
。

　

は
た
し
て
そ
う
だ
ろ
う
か
。
た
し
か
に
、「
ク
ラ
イ
ザ
ウ
・
ク
ラ
イ
ス
」
に
集
っ
た
人
び
と
は
、
モ
ル
ト
ケ
を
は
じ
め
と
し
て
敬
虔
な
キ

リ
ス
ト
教
者
ば
か
り
だ
っ
た
。
彼
ら
を
反
ナ
チ
抵
抗
運
動
へ
と
向
か
わ
せ
た
心
情
な
い
し
信
念
の
基
底
に
キ
リ
ス
ト
教
精
神
が
あ
る
の
は
ま

ち
が
い
な
い
だ
ろ
う
。
だ
が
そ
こ
に
あ
っ
た
の
は
キ
リ
ス
ト
教
精
神
だ
け
だ
っ
た
だ
ろ
う
か
。

　

と
い
う
の
も
、
ハ
ン
ス
・
ロ
ー
ト
フ
ェ
ル
ス
に
よ
れ
ば
、
教
育
問
題
を
論
じ
た
「
ク
ラ
イ
ザ
ウ
構
想
」
に
は
、
次
の
よ
う
な
考
え
も
ま
た

存
在
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

モ
ル
ト
ケ
と
そ
の
友
人
た
ち
は
、
た
ん
な
る
実
用
主
義
、
い
わ
ゆ
る
「
実
践
的
」
教
育
に
は
、
そ
れ
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
れ
断
固
と

し
て
反
対
だ
っ
た
。
彼
ら
は
ド
イ
ツ
の
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
の
古
典
語
教
育
の
伝
統
を
維
持
し
、
職
業
学
校
と
大
学
を
区
別
す
る
こ
と
に
固

執
し
た
。
大
学
は
普
遍
的
な
研
究
と
教
育
の
場
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い）
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こ
こ
で
モ
ル
ト
ケ
ら
が
主
張
し
て
い
る
の
は
、
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
フ
ォ
ン
・
フ
ン
ボ
ル
ト
に
遡
る
ド
イ
ツ
人
文
主
義
の
教
育
理
念
そ
の
も
の

で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。
一
八
〇
〇
年
頃
の
ド
イ
ツ
で
は
、
二
つ
の
教
育
改
革
が
対
立
し
て
い
た
。
ひ
と
つ
は
、
旧
来
の
大
学
の
些
末
で
独

断
的
な
学
問
を
拒
否
し
、
市
民
社
会
の
役
に
立
つ
知
識
を
教
え
よ
う
と
す
る
啓
蒙
派
の
教
育
改
革
で
あ
り
、
か
れ
ら
啓
蒙
派
は
「
職
業
教
育
」

を
大
学
に
求
め
て
い
た
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
フ
ン
ボ
ル
ト
ら
人
文
主
義
者
た
ち
の
教
育
改
革
で
あ
り
、
こ
ち
ら
は
そ
の
よ
う
な
「
実
用
主
義
」

を
斥
け
、
実
学
と
は
無
縁
の
純
粋
な
学
問
を
大
学
に
求
め
た
。
哲
学
的
思
惟
と
結
び
つ
い
た
純
粋
な
学
問
に
専
念
し
、「
教
養
あ
る
人
間
で
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あ
る
こ
と
」
と
い
う
知
的
・
倫
理
的
高
み
に
む
け
て
自
己
形
成
す
る
こ
と
が
大
学
に
お
け
る
教
育
目
的
だ
と
、
彼
ら
人
文
主
義
者
た
ち
は
考

え
て
い
た）

36
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。
そ
の
後
、「
フ
ン
ボ
ル
ト
の
理
念
」
に
基
づ
い
た
大
学
が
ベ
ル
リ
ン
に
作
ら
れ
、
同
時
に
古
典
語
教
育
を
中
心
と
す
る
中
等
学

校
で
あ
る
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
も
フ
ン
ボ
ル
ト
自
身
の
手
で
制
度
化
さ
れ
る
が
、
ド
イ
ツ
の
研
究
と
教
育
の
レ
ベ
ル
を
飛
躍
的
に
高
め
た
こ
の
人

文
主
義
的
教
育
機
関
も
、
二
十
世
紀
に
入
る
頃
に
は
時
代
遅
れ
と
の
批
判
に
さ
ら
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ナ
チ
の
時
代
に
は
こ
う
し
た
教
養

理
念
は
も
は
や
風
前
の
灯
火
で
あ
っ
た
。
そ
の
ド
イ
ツ
人
文
主
義
の
教
育
理
念
を
、
モ
ル
ト
ケ
ら
は
再
興
し
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

ロ
ー
ト
フ
ェ
ル
ス
の
『
ド
イ
ツ
の
反
ヒ
ト
ラ
ー
運
動
』
に
は
、
そ
れ
以
外
に
も
興
味
深
い
指
摘
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
。
た
と
え
ば
シ
ュ
タ

ウ
フ
ェ
ン
ベ
ル
ク
大
佐
に
つ
い
て
、
彼
が
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
出
身
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
で
あ
る
こ
と
と
並
ん
で
「
音
楽
的
才
能
と
人
文
主
義

0

0

0

0

的
教
養

0

0

0

の
持
ち
主
で
、
シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
・
ゲ
オ
ル
ゲ
を
囲
む
え
り
抜
き
の
ク
ラ
イ
ス
の
一
員
」（
傍
点
筆
者
）
で
あ
っ
た
と
告
げ
た
後
、
こ

う
言
わ
れ
る
。

彼
の
中
で
は
、
他
の
人
と
同
様
、
プ
ロ
イ
セ
ン
の
学
校
で
教
育
を
受
け
た
参
謀
本
部
付
将
校
ら
し
い
知
的
な
明
晰
さ
が
、
純
粋
な
精
神

性
と
結
び
つ
い
て
い
た
。
そ
れ
が
彼
を
、
時
代
の
陰
鬱
な
権
力
と
の
闘
い
、
戦
時
で
あ
れ
平
時
で
あ
れ
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
非
人
間
的

政
治
と
の
闘
い
に
お
け
る
、
生
ま
れ
な
が
ら
の
指
導
者
に
し
た
の
で
あ
る）
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「
他
の
人
と
同
様
」
と
言
わ
れ
て
い
る
の
は
、
反
ナ
チ
抵
抗
運
動
に
プ
ロ
イ
セ
ン
出
身
の
エ
リ
ー
ト
将
校
が
少
な
か
ら
ず
加
わ
っ
て
い
た
か

ら
で
あ
ろ
う
。
事
実
、
そ
の
直
前
の
記
述
で
は
、
国
防
軍
反
ヒ
ト
ラ
ー
勢
力
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
っ
た
ベ
ッ
ク
将
軍
が
、「
十
八
世
紀
の
普
遍

0

0

0

0

0

0

0

的
教
養
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
知
性

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

が
、
プ
ロ
イ
セ
ン
の
伝
統
で
あ
る
本
質
的
諸
原
理
と
一
体
に
な
っ
て
い
る
、
稀
な
人
物
の
一
人）

38
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」（
傍
点
筆
者
）

と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
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さ
ら
に
も
う
一
例
あ
げ
れ
ば
、
ク
ー
デ
タ
ー
成
功
後
を
に
ら
ん
だ
「
影
の
内
閣
」
で
外
相
に
な
る
べ
く
予
定
さ
れ
て
い
た
元
ロ
ー
マ
駐
在

大
使
ウ
ル
リ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ハ
ッ
セ
ル
に
つ
い
て
、
あ
の
世
界
危
機
の
さ
な
か
に
ダ
ン
テ
を
読
み
、（「
第
三
の
人
文
主
義
」
の
代
表
者
た
る
）

ヴ
ェ
ル
ナ
ー
・
イ
ェ
ー
ガ
ー
の
『
パ
イ
デ
イ
ア
』
に
コ
メ
ン
ト
す
る
「
教
養
あ
る
貴
族
主
義
者
」
で
あ
り
、
彼
の
存
在
は
、「
人
文
主
義

0

0

0

0

と

キ
リ
ス
ト
教

0

0

0

0

0

の
伝
統
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
回
帰
す
る
こ
と
の
う
ち
に
希
望
の
き
ざ
し
を
見
る
す
べ
て
の
人
び
と
に
と
っ
て
（
…
…
）
混
沌
の
時

代
に
蒔
か
れ
た
種
と
な
る
だ
ろ
う）
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」（
傍
点
筆
者
）
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

ハ
ッ
セ
ル
に
お
い
て
は
、
人
文
主
義
精
神
と
キ
リ
ス
ト
教
精
神
と
の
共
存
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
ロ
ー
ト
フ
ェ
ル
ス
の

記
述
か
ら
は
、
反
ナ
チ
抵
抗
運
動
の
中
枢
に
い
た
メ
ン
バ
ー
の
多
く
が
「
人
文
主
義
的
教
養
」
の
持
ち
主
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
に
ロ
ー
ト
フ
ェ

ル
ス
が
強
い
印
象
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。
だ
が
そ
れ
は
、
ロ
ー
ト
フ
ェ
ル
ス
な
ら
ず
と
も
感
じ
る
こ
と
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

　
「
白
バ
ラ
」
の
ビ
ラ
を
想
起
し
て
み
よ
う
。
そ
こ
に
は
、
ヒ
ト
ラ
ー
と
、
ヒ
ト
ラ
ー
に
唯
々
諾
々
と
従
っ
て
い
る
同
胞
へ
の
強
い
弾
劾
が

格
調
高
い
ド
イ
ツ
語
で
書
き
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
際
折
り
に
触
れ
引
用
さ
れ
る
の
は
、
ゲ
ー
テ
で
あ
り
、
シ
ラ
ー
で
あ
り
、
ノ
ヴ
ァ
ー

リ
ス
で
あ
り
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
た
だ
、
ビ
ラ
の
作
成
者
が
「
人
文
主
義
的
教
養
」
を
知
識
と
し
て
身
に
つ
け
て
い
る

こ
と
を
示
す
だ
け
で
な
く
、
彼
ら
が
ド
イ
ツ
人
文
主
義
の
精
神
を
自
ら
の
生
き
る
指
針
と
し
て
血
肉
化
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
っ

た
。「
白
バ
ラ
」
の
第
一
通
信
を
見
よ
う
。

　
国
家
自
身
は
け
っ
し
て
目
的
で
は
な
い
。
そ
れ
は
た
だ
、
人
類
の
目
的
が
果
た
さ
れ
る
た
め
の
条
件
と
し
て
重
要
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。

そ
し
て
、
人
類
の
そ
の
目
的
と
は
、
人
間
の
持
つ
す
べ
て
の
力
を
十
分
に
伸
ば
す
こ
と
、
つ
ま
り
進
歩
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い）
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シ
ラ
ー
の
「
リ
ュ
ク
ル
ゴ
ス
と
ソ
ロ
ン
の
立
法
」
か
ら
の
引
用
で
あ
る
が
、
こ
の
一
節
は
、
人
間
形
成
と
そ
の
完
成
を
目
指
す
歩
み
を
何
よ

り
も
重
要
視
し
た
フ
ン
ボ
ル
ト
の
次
の
言
葉
と
響
き
合
う
。

人
間
の
真
の
目
的
は

―
移
り
気
な
好
み
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
永
遠
に
不
変
の
理
性
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
そ
の
目
的
は

―

自
分
の
持
っ
て
い
る
力
を
も
っ
と
も
高
度
に
、
ま
た
均
斉
を
と
っ
て
形
成
し
、
ひ
と
つ
の
全
体
へ
と
い
た
る
こ
と
で
あ
る）

41
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「
白
バ
ラ
」
の
ビ
ラ
が
示
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
ビ
ラ
を
ミ
ュ
ン
ヒ
ェ
ン
大
学
で
ま
い
た
学
生
た
ち
が
、
フ
ン
ボ
ル
ト
や
シ
ラ
ー
が
百
数

十
年
前
に
掲
げ
た
ド
イ
ツ
人
文
主
義
の
理
想
を
、
自
ら
の
理
想
と
し
て
生
き
よ
う
と
し
て
い
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。「
白
バ
ラ
」
の
メ
ン

バ
ー
に
は
、
ハ
ン
ス
・
シ
ョ
ル
を
は
じ
め
、
ク
リ
ス
ト
フ
・
プ
ロ
ー
プ
ス
ト
、
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
シ
ュ
モ
レ
ル
、
ヴ
ィ
リ
・
グ
ラ
ー
フ
等
、

医
学
部
の
学
生
が
少
な
か
ら
ず
い
た
。
ゾ
フ
ィ
ー
・
シ
ョ
ル
は
生
物
学
と
哲
学
を
学
ん
で
い
た
。
そ
し
て
、
グ
ル
ー
プ
の
中
心
に
は
哲
学
の

ク
ル
ト
・
フ
ー
バ
ー
教
授
が
い
た
。
そ
こ
に
は
、
専
攻
は
何
で
あ
れ
、
哲
学
を
中
心
に
純
粋
な
学
問
を
追
究
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
自
分
の

持
っ
て
い
る
力
を
も
っ
と
も
高
度
に
、
ま
た
均
斉
を
と
っ
て
形
成
し
、
ひ
と
つ
の
全
体
へ
と
い
た
る
」
と
い
う
フ
ン
ボ
ル
ト
の
理
想
を
具
現

し
た
風
景
が
開
け
て
い
る
か
の
よ
う
だ
。

　

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
反
ナ
チ
抵
抗
運
動
を
支
え
る
も
の
と
し
て
對
馬
が
想
定
し
た
キ
リ
ス
ト
教
精
神
と
は
別
の
、
も
う
ひ
と
つ
の

精
神
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。「
人
文
主
義
の
精
神
」
と
そ
れ
を
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
な
ら
、
こ
の
人
文
主
義
の
精
神
が
い
か

に
し
て
反
ナ
チ
抵
抗
運
動
を
支
え
る
精
神
的
基
盤
の
ひ
と
つ
と
な
り
え
た
の
か
を

―
人
文
主
義
の
精
神
と
キ
リ
ス
ト
教
精
神
の
関
係
を
含

め
て

―
抵
抗
運
動
に
加
わ
っ
た
個
々
の
人
び
と
に
即
し
て
検
証
し
て
い
く
こ
と
が
、
今
後
の
課
題
と
な
る
。　
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本
稿
は
、
今
後
書
き
継
が
れ
る
べ
く
構
想
さ
れ
て
い
る
「
人
文
主
義
と
ナ
チ
ズ
ム
」
の
序
文
で
あ
る
。

註

（
1
）
エ
バ
ー
ハ
ル
ト
・
イ
ェ
ッ
ケ
ル
『
ヒ
ト
ラ
ー
の
世
界
観

―
支
配
の
構
想
』、
滝
田
毅
訳
、
南
窓
社
、
一
九
九
一
年
、
一
二
六
頁
。

（
2
）
同
書
、
一
二
七
頁
。

（
3
）
滝
田
毅
「
訳
者
あ
と
が
き
」、
同
書
一
七
一
頁
。

（
4
）
ハ
イ
ン
ツ
・
ヘ
ー
ネ
『
ヒ
ト
ラ
ー
独
裁
へ
の
道

―
ワ
イ
マ
ー
ル
共
和
国
崩
壊
ま
で
』、
五
十
嵐
智
友
訳
、
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
二

年
、
四
四
〇
頁
。
ノ
ル
ベ
ル
ト
・
フ
ラ
イ
『
総
統
国
家

―
ナ
チ
ス
の
支
配　

一
九
三
三
―
一
九
四
五
年
』、
芝
健
介
訳
、
岩
波
書
店
、

一
九
九
四
年
、
五
三
頁
以
下
。

（
5
） 

山
下
公
子
『
ヒ
ト
ラ
ー
暗
殺
計
画
と
抵
抗
運
動
』、
講
談
社
、
一
九
九
七
年
、
一
四
頁
。

（
6
） 

Ｄ
Ｎ
Ｖ
Ｐ
（D

eutschnationale V
olkspartei

）
は
「
ド
イ
ツ
国
家
人
民
党
」
と
訳
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
Ｎ
Ｓ
Ｄ
Ａ
Ｐ

（N
ationalsozialistische D

eutsche A
rbeiterpartei

）
を
「
国
民
社
会
主
義
ド
イ
ツ
労
働
者
党
」
と
訳
す
立
場
か
ら
す
れ
ば
、「
ド
イ
ツ
国

民
民
族
党
」
と
訳
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
芝
健
介
は
ノ
ル
ベ
ル
ト
・
フ
ラ
イ
『
総
統
国
家
』
に
お
い
て
「
ド
イ
ツ
国
粋
国
民
党
」
と
訳
し
、

池
田
浩
士
は
『
ヴ
ァ
イ
マ
ル
憲
法
と
ヒ
ト
ラ
ー

―
戦
後
民
主
主
義
か
ら
フ
ァ
シ
ズ
ム
へ
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
五
年
）
に
お
い
て
「
ド



反
ナ
チ
抵
抗
運
動
に
お
け
る
人
文
主
義
の
精
神

一
五

イ
ツ
国
粋
民
族
党
」
と
訳
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
、
そ
の
右
翼
的
体
質
を
勘
案
し
て
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

（
7
） 
イ
ェ
ッ
ケ
ル
、
前
掲
書
、
一
三
七
頁
。

（
8
） 
同
書
、
一
三
三
頁
。

（
9
） 

石
田
勇
治
『
ヒ
ト
ラ
ー
と
ナ
チ
・
ド
イ
ツ
』、
講
談
社
、
二
〇
一
五
年
、
一
七
六
頁
以
下
。

（
10
）
イ
ェ
ッ
ケ
ル
、
前
掲
書
、
一
二
七
頁
。

（
11
）
同
書
、
一
三
一
頁
。

（
12
）
同
書
、
一
三
〇
頁
。

（
13
）
同
右
。

（
14
）
グ
イ
ド
・
ク
ノ
ッ
プ
『
ド
キ
ュ
メ
ン
ト　

ヒ
ト
ラ
ー
暗
殺
計
画
』、
高
木
玲
訳
、
原
書
房
、
二
六
七
頁
。

（
15
）
對
馬
達
雄
『
ヒ
ト
ラ
ー
に
抵
抗
し
た
人
々

―
反
ナ
チ
市
民
の
勇
気
と
は
何
か
』、
中
央
公
論
社
、
一
四
三
頁
。

（
16
）
イ
ェ
ッ
ケ
ル
、
前
掲
書
、
一
三
一
頁
。

（
17
）
同
右
。

（
18
）
田
野
大
輔
『
魅
惑
す
る
帝
国

―
政
治
の
美
学
化
と
ナ
チ
ズ
ム
』、
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
七
年
、
二
一
六
頁
。

（
19
）
同
書
、
二
二
〇
頁
。

（
20
）
同
書
、
二
二
一
頁
。

（
21
）
同
書
、
二
四
八
頁
。

（
22
）
詳
し
く
は
、
大
川
勇
「
人
文
主
義
者
の
ヒ
ト
ラ
ー
像

―
序　

ヒ
ト
ラ
ー
像
の
変
遷
」、
京
都
大
学
人
間･

環
境
学
研
究
科
ド
イ
ツ
語
部
会

『
ド
イ
ツ
文
学
研
究
』
第
六
十
号
、
二
〇
一
五
年
、
六
頁
以
下
を
参
照
。
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一
六

（
23
）
對
馬
、
前
掲
書
、
ⅰ
頁
。

（
24
）
同
書
、
ⅳ
頁
。

（
25
）R

othfels, H
ans: D

ie deutsche O
pposition gegen H

itler. E
ine W

ürdigung. U
ngekürzte, stark revidierte A

usgabe. Frankfurt am
 M

ain u. 

H
am

burg 1958, S. 104. （
ハ
ン
ス
・
ロ
ー
ト
フ
ェ
ル
ス
『
第
三
帝
国
へ
の
抵
抗
』、
片
岡
啓
治
・
平
井
友
義
訳
、
弘
文
堂
、
一
九
六
三
年
、

一
五
〇
頁
。）

（
26
）
對
馬
、
前
掲
書
、
一
二
五
頁
以
下
。

（
27
）
同
書
、
一
四
四
頁
。

（
28
）
同
書
、
一
四
二
頁
。
た
だ
し
、
山
下
公
子
に
よ
れ
ば
、「
か
つ
て
い
わ
れ
た
逮
捕
者
七
千
人
、
処
刑
者
七
百
人
以
上
と
い
う
主
張
に
は
資
料

の
裏
付
け
が
な
い
」（
山
下
、
前
掲
書
、
二
三
四
頁
）。
も
っ
と
も
、
山
下
の
推
測
す
る
、
逮
捕
者
「
六
百
か
ら
七
百
人
」
と
い
う
数
字
に
も
、

裏
付
け
と
な
る
資
料
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。

（
29
）
對
馬
、
前
掲
書
、
一
四
二
頁
、
お
よ
び
一
四
五
頁
以
下
。

（
30
）
Ｊ
・
Ｐ
・
ス
タ
ー
ン
『
ヒ
ト
ラ
ー
神
話
の
誕
生

―
第
三
帝
国
と
民
衆
』、
山
本
尤
訳
、
社
会
思
想
社
、
一
九
八
三
年
、
一
九
四
頁
以
下
。

こ
の
邦
訳
書
の
原
本
と
独
訳
は
以
下
の
と
お
り
。Stern,  Joseph Peter: H

itler. T
he Führer and the People. G

lasgow
 1975. / J. P. Stern: 

H
itler. D

er Führer und das V
olk. A

us dem
 E

nglischen vom
 A

utor und von Fred W
agner. M

ünchen 1978.

（
31
）
對
馬
、
前
掲
書
、
ⅴ
頁
。

（
32
）
同
書
、
一
八
〇
頁
。

（
33
）
同
書
、
一
八
四
頁
。

（
34
）
同
書
、
一
八
七
頁
。
な
お
、
こ
こ
で
對
馬
が
「
国
家
的
な
学
校
」
と
訳
し
て
い
る
の
は
、「
国
立
学
校
」
の
こ
と
だ
と
思
わ
れ
る
。
ロ
ー
ト
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ナ
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抵
抗
運
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け
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人
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一
七

フ
ェ
ル
ス
の
前
掲
書
に
は
、
引
用
文
で
は
な
い
が
同
じ
内
容
の
文
が
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
の
ド
イ
ツ
語
は
「die staatlichen Schulen

」

で
あ
る
。（R

othfels, a.a.O
., S.126.

）

（
35
）R

othfels, a.a.O
., S.126.

（
同
書
、
一
八
三
頁
以
下
。）

（
36
）
詳
し
く
は
、
大
川
勇
「
フ
ン
ボ
ル
ト
の
教
養
理
念

―
フ
ン
ボ
ル
ト
か
ら
シ
ュ
テ
ィ
フ
タ
ー
へ
」、
京
都
大
学
人
間･

環
境
学
研
究
科
『
ド

イ
ツ
文
学
研
究
』
第
五
十
号
、
二
〇
〇
五
年
、
三
七
頁
以
下
を
参
照
。

（
37
）R

othfels, a.a.O
., S.79f.

（
同
書
、
一
〇
九
頁
。）

（
38
）a.a.O

., S.78.

（
同
書
、
一
〇
七
頁
。）

（
39
）a.a.O

., S.97.

（
同
書
、
一
三
八
頁
。）

（
40
）Scholl, Inge: D

ie W
eiße R

ose. E
rw

eiterte N
euausgabe. Frankfurt am

 M
ain 1993, S. 77. （

イ
ン
ゲ
・
シ
ョ
ル
『
白
バ
ラ
は
散
ら
ず
』、

内
垣
啓
一
訳
、
未
来
社
、
一
九
六
四
年
、
一
二
〇
頁
。）

（
41
）H

um
boldt, W

ilhelm
 von: Ideen zu einem

 V
ersuch, die G

ränzen der W
irksam

keit des S
taats zu bestim

m
en. In: W

ilhelm
 von 

H
um

boldts G
esam

m
elte Schriften. H

rsg. von der K
öniglich Preussischen A

kadem
ie der W

issenschaften. B
and I. H

rsg. von A
lbert 

L
eitzm

ann. B
erlin 1903, S. 106.


